第１９回　第５部会（都市整備）

（第１１回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年５月２６日（月）午後６時００分～午後８時２０分
出席者：和田浩一、石亀裕、小笠原春一、近井一夫、佐藤逸夫、中原義勝
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹・福地主査、
内　容：１．会議内容
　　　　　（１）条例の素案について
２．次回開催日、議題についての確認


１．会議内容

（１）条例の素案について

　  　　□・景観形成基本計画（以下、「景観計画」）では、３つの基本方針、方針を達成するための施策が定められ、さらに具体的展開を示している。
　　　　　・みどりの基本計画（以下、「みどり計画」）も同様に、５つの基本方針、施策、具体的展開を示している。
　　　　　・改めて条例策定の目的を整理すると、２つの基本計画を実現・実行していくために必要な組織やその活動内容等に法的根拠を与えること、と考えている。
　　　　　・では、具体的にはどの様な表現にしていくのかを議論いただきたい。

　◎第２章「山辺、川辺、海辺などを身近に感じられる景観づくりのルール」
　　　◆（自然を守り育てる）について

□・「景観計画」Ｐ２６の具体的展開で、「河川整備や道路整備において、周辺環境に配慮する。自然環境との調和に配慮する」と示されているが、どの様な方法で配慮するのかを施設管理者や事業者である国や道を交えた話し合いの場が必要になるのではないか。あるいは、国等の事業者から、地域の意見はどうなのかを問われる場合も考えられる。だれが、どの様に回答するのかをルール化しておくことが必要になると思う。
　　　　□・市役所と事業対象地周辺の市民だけが話しをするのではなく、市全体で議論できる機会が必要であり、協議の場に参加できる仕組みが必要と思う。
　　　　□・自然を保全するための規制内容をどう表現していくか。
　　　　□・最低限人が入り込めない場所を作る、保全のためにはその様な区域が必要に思う。
　　　　□・法令による規制が及ばない区域をこの条例で補完するような作り方が良いと思うが、国・道の規制内容はどの様になっているのか、事務局で何か示せる物があればお願いしたい。
　（事務局）・【土地利用規制図】により、①都市計画法、②自然公園法、③森林法、④鳥獣保護法、⑤農振法（農地法）、⑥文化財保護法、⑦宅地造成等規制法、⑧道自然環境保全条例（自然環境保全法）の概要を説明。
　　　　□・規制法の全てを理解するのは困難。網が掛かっていない部分を条例で守る。あるいは、法の規制内容より厳しい規制内容で条例により補完する方法が考えられる。
　　　　　・札内地区は、現状の規制の中で守られていると考えられるが。
　（事務局）・法は、それぞれの目的により規制内容が違う。規制の網が掛かっているからといって、景観・みどりが守られるという訳には行かないと思う。
　　　　　・札内を例に取ると、現時点で、良好に営農されているから田園風景が守られている。
　　　　□・農家が農業を営んでいるから農地法の色が入っている訳で、農業をやめたらその法律の縛りが無くなる白地になってしまう。
　（事務局）・農地の転用では、許可が必要になり、あるいは届出が必要な行為もある。法により手続は異なる。

　　　　□・法律で届出制度・許可制度による手続が規定されている場合、例えば届出を受けた後に、その行為に対する協議の場を設けることは可能か。
　（事務局）・現状では、法令により審査基準が定められており、それに適合した場合には届出の受理や申請に対する許可がなされる。
　　　　　・法の目的の範囲内であれば、条例による上乗せは可能と思われる。
　　　　□・建築等の行為を行うには、協議を経なければできない、というような内容が欲しい。
　　　　□・地域毎それぞれが行うのではなく、市全体としてその協議を行う仕組みづくりが必要と思う。
　　　　　・市域を大きく４つに区分できると思う。
　　　　　　①市街化区域、②市街化調整区域、③森林法など何らかの法規制が掛かっている区域、④全く法規制のない区域
　　　　　　区分毎に規制・制限方法が替わってくると思う。
　　　　　・次に、保全する区域と育成する区域に分ける方法もある。
　　　　　・保全するには、既存の法律とそれを補完するこの条例により可能と考えるが、育成の方策として何が考えられるか。
　　　　□・育成のためには、１００％人が手を入れなければならない。
　　　　□・市全域を対象にしなければならない。
　　　　　・河川・道路には管理者がいる。その管理者と協議できる仕組みが必要。
　　　　□・短期、長期で期間毎に区分するのも方法である。
　　　　　・例えば河畔林内に倒木があるとしたら、それは短期的に考えた場合には景観上良くは見えないかもしれないが、長期的に考えた場合にはその倒木が栄養となり次世代の環境を作り上げる重要な要素になる。
　　　　□・河川内の立木については、市民の安全を守るのか緑化・景観を優先するのか、判断は難しい。
　　　　□・今の話を聞いても、賛否いろいろな話が出てくるように、登別としての意見を一本化する場が必要になるのではないか。
　　　　　・景観計画・みどり計画で考えている協議会を条例に位置付ける必要性が確認できる。
　　　◆（自然をひきたてる）について
　　　　□・「市街地から良好な眺望が得られるポイントでは、建物・看板の適正な誘導を図る」という、具体的な施策が掲げられているが、現状の都市計画法、建築基準法、道屋外広告物条例による規制はされているが、それで充分なのか。
　　　　□・例えば、倉敷市の美観地区のように、アーニス～市民会館から来馬岳の眺望が良い。地区を絞って考えたら良いのではないか。
　　　　□・例えば、道路から１０ｍの範囲の建物の高さ制限をする、という様なことも考えられる。
　　　　□・一律の規制内容が難しい場合は、地区毎に絞っていく方法がある。
　　　　　・あるいは、条例の中で○○ポイントを美観地区に指定すると、ここで定めるのではなく、条例に位置付けられた協議体の中で地区を定める方法がある。
□・様々な視点があり、抽象的表現ではぼやけてしまうことが考えられる。ある程度具体的な表現は必要であり、条例には「良好な景観を保全する必要がある場合は美観地区の指定をすることができる」、「その指定は、協議体において行う」などが適当な表現になると思う。
　　　　□・登別は平地が少なく奥行きがない地形の中で、川の中にヨシや木が繁っているのは、景観上良いかもしれないが、防災・安全の点からも議論しないといけない。
　　　　　・温泉の地熱、オロフレの風という自然の恵みを産業に活用することも視野に入れた条例づくりができないのだろうか。
　　　　□・産業の利活用まで考えてしまうと混乱しかねないので、景観・みどりの視点だけで進めたい。
　　　　□・全国で環境保全の取り組みが行われているが、海を守るために山を守る運動がある。山からの土砂流出に対処するために漁業者が植林をする活動であるが、みどりの影響は大きいものがある。産業にも影響を与える。
　　　　□・景観・緑化の視点から考えていきたい。
　　　　　・緑化の奨励を進めていくとした場合、「みどり計画」Ｐ５１～市民、企業、行政の３者を連携する組織体として、みどり推進協議会が位置付けられている。
　　　　□・今までの進め方は、その取り組み・運動に賛同する有志がけが参画していたが、地域を良く知る地域別の行動体が必要になると思う。特に若い人たちを中心に考えたい。
　　　◆（自然と調和するまちをつくる）について
　　　　□・前◆２項と共通すると思うが、自然を守りながら推進していくことになるが、どの様に条例によってバックアップしていくか。
　　　　□・考えられる協議体としては、重みのある協議体としての審議会、実動体となる協議会、その他任意で活動している団体がある。
　　　　□・組織の位置付け、その役割を条例に位置付ける。現状で活動している組織の参画を得ながら位置付けを考えていきたい。
　◎第３章「訪れる人々にも癒しと感動を与える景観づくりのルール」
　　　◆（まちのイメージを高める）について
　　　　□・自然が対象ではなく、まちを対象にしている。
　　　　　・地域毎の特色を生かしながら規制・推進を図っていくような感じでまとめていきたい。
　　　　□・組織を作る上で、審議会は別にしても、実働体は地域性を大事にしたい。
　　　◆（歩いて楽しい個性あるまちに整える）について
　　　　□・今までと重複する表現はあるが、規制と同時に看板類などの誘導・楽しさの演出という仕掛けが必要になる。
　　　　　・具体の実行手法は、協議体の中で詰められていくものと考えている。
　　　◆（新たなまちの魅力をつくり広げる）について
　　　　□・保全の方向ではなく、整備していく考え方である。
　　　　　・また、登別八景や景観百選は、観光資源の扱いをしているが、選定される場所は当然保全されるべき場所にもなる。
　◎第４章「みんなで進める景観づくり」以降について
　　　　□・これ以降について、一通り目を通していく。
　　　◆（景観づくりの意識を育む）について
　　　　□・だれがどの様に進めていくのかが示されている。
　　　◆（みんなでルールを定める）について
　　　　□・ここで、景観条例の制定、仕組みづくりの話が出てくる。
　　　◆（美しいまちをみんなでつくる）について
　　　　□・地域住民との合意形成、市民参画、緑化との連携が示されている。
　◎「みどりの基本計画」について
□・緑地の保全及び緑化推進のための具体的展開が示されている。
　（１）“まちをふちどる山辺のみどりを守る”
　　①‘市街地をふちどる保全と活用’
　　　　・都市計画法による土地利用の規制
　　　　・都市緑地としての指定と整備

　　　　・周辺市有林の整備
　　　②‘山辺から望む田園風景を守る’
・都市計画法による土地利用の規制

　　　　・柔軟な土地利用規制の運用
　　（２）“みどりをつなぐ川辺をつくる”
①‘豊かな自然生態系を育むみどりの回廊をつくる’
　　　　　・河川に隣接する民有地を活用した河畔林の育成

　　　　　・条例などによる河川に隣接する住宅地への植栽の奨励
　　　　　・宅地開発などにおける河川沿いの用地の確保
　　　　②‘親しみのあるみどりの川辺をつくる’
　　　　　・水辺に近づくことが容易となる階段の設置や緩傾斜護岸の整備

　　　　　・河川に隣接した公園などと一体となった川辺づくり
　　（３）“特色ある海辺のみどりを守り育てる“
　　　①‘海辺のみどりを守り育てる’
　　　②‘憩いの場となる海辺のみどりをつくる’
　　　　・散歩道の整備

　　　　・散歩道沿いのハマナス・ハマギクなど海浜植物の植栽
　　　　・海辺に隣接する広場や公園の整備
　　（４）“みどりが広がるまちをつくる”
　　　①‘身近なみどりを守る’
②‘特色ある公園をつくる’
　　　　・公園が不足している登別地区と鷲別地区への優先的な公園の設置

　　　　・森をイメージしたみどり豊かな公園づくり
　　　　・健康増進を目的にした公園づくり
　　　　・自由な遊びを創出する公園づくり
　　　　・周辺住民を含めたワークショップによる公園づくり

　　　　・アンケートなどによる住民ニーズの把握・反映
　　　③‘自然環境に配慮した公園をつくる’
　　　　・キウシト湿原の保全と総合体育館周辺を含めた区域の公園整備
　　　　・亀田記念公園におけるビオトープの整備
　　　　・登別自然緑地など市民緑地制度を活用したみどりの保全
　　　④‘道沿いの花とみどりを育てる’
　　　　・市民参画の植栽計画づくり

　　　　・ボランティア・サポート制度の活用
　　　　・既設の植樹桝の増設などによる連続植栽
　　　　・道路毎の樹種の統一化
　　　　・耐塩性や耐風性にすぐれた樹木などの試験植栽
　　　　・花が咲く海浜植物の植樹桝への植栽
　　　⑤‘公共施設のみどりを豊に育てる’
　　　　・施設の新設・建替時における植栽面積率の設定

　　　⑥‘暮らしの中で身近なみどりを育む’
　　　　・条例などによる緑化の推進
　　　　・生垣などの奨励
　　　　・庭や生垣などのコンクールの開催
　　　　・ハンギングバスケットなどによる壁面緑化の推進
　　　　・ガーデニングの奨励
　　　　・住宅地の敷地スペースを活かした緑化の奨励
　　　　・店舗前などへのフラワーポット設置の奨励
　　　　・工業地の道路側や住宅地側への重点的な植栽の奨励
　　　　・条例などによる保護樹の指定
　　（５）“登別のみどりをみんなで支える”
　　　①‘市民の手で登別のみどりをいっぱいにする’
　　　　・植樹祭、市民記念植樹、緑化イベントなどの充実
　　　②‘今あるみどりを次世代に伝える’
　　　　・森林、河川、海岸などにおける樹木や植物などの実態調査とデータベース化
　　　　・登別の気候風土にあった樹種などの調査研究
　　　　・みどりの講演会・講習会の充実
　　　　・広報・インターネットなどを利用した情報提供
　　　　・「みどりづくりマニュアル」の発行の継続
　　　　・みどり、自然、散策ルート、公園などを紹介する副読本づくり
　　　　・親子で参加できるみどりに関する体験型イベントの開催

　　　　・みどり少年団の設立

２．次回開催日、議題についての確認

　　　　□・次回は、組織について議論していきたい。
　　　　　・「景観計画」、「みどり計画」を実行していくための、審議会と実施体の２組織について、組織の構成について、構成メンバーを誰が選ぶのか、組織の役割はどこまでかなど、組織の役割、権限、責任について、また、国等との協議の場をどの様にするかなどについて話を進めたい。
　　　　　・なお、文書による意見も受けたいので、欠席される方には是非提出していただきたい。
　６月１６日（月）、午後６時から、市役所２階　第２委員会室

　
　議　題：組織について
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